
錦 江 町 農 業 委 員 会 ４ 月 総 会 議 事 録 

 

 

○ 開催日時 平成３１年４月２５日（木） 午後４時００分から 

○ 開催場所 錦江町役場 会議室 

○ 出席委員（農業委員１４人、農地利用最適化推進委員７人） 

会長      １番  宿利原勝吉 

代理      ２番  鈴  一麿 

委員      ３番  鍋  康博 

〃       ４番  鳥越 秀一 

〃       ５番  徳永 哲朗 

〃        ６番  坂元 博美 

〃       ７番   寺田 郁哉 

〃       ８番  安水 純一 

〃       ９番  元丸 敏朗 

〃      １０番  貫見 和洋 

〃      １１番  毛下 利美 

〃      １３番  宿利原 進 

〃      １４番  本釜 好子 

〃      １５番  平原  榮 

 

農地利用最適化推進委員 

〃      内薗 政文 

〃      水流 佳文 

〃      竹原 政洋 

〃      西川 健児 

〃      折小野 道男 

〃      横原 利己 

〃      弓指 義洋 

 

○ 欠席委員（農業委員１人、農地利用最適化推進委員２人） 

委員     １２番  内薗 雄治 

農地利用最適化推進委員 山中 徹 

〃           安水 峯晴 

      

 

○事務局職員  事務局長 窪 和人  書記 折久木まり子  書記 木場裕志 

  



○議事日程 

 １、開会 

 

 ２、農業委員憲章朗読 

 

 ３、会長あいさつ 

 

 ４、議 事 

 

  第１ 議事録署名委員の指名について 

 

  第２ 会務報告について 

 

  第３ 附議事項 

 

議案第 １号  農地法第３条第２項第５号の下限見直しに係る錦江町農業委員会 

の意思決定について 

 

議案第 ２号  農地法第３条許可申請について 

 

議案第 ３号  農地法第５条許可申請について 

 

議案第 ４号  農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による農用地利 

         用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について 

 

  



議 長  只今より平成３１年４月錦江町農業委員会総会の議事を開会いたします。 

 本日は内薗委員、山中推進委員、安水峯晴推進委員が欠席ですが、錦江町農

業委員会会議規則第８条の規定により、総会は成立していることをお知らせし

ます。 

 

それでは、錦江町農業委員会会議規則第２３条第２項の規定により、本日の

会議録署名委員に２番 鈴委員と３番 鍋委員を指名いたしますので、よろし

くお願いします。 

 

議 長 次に、会務報告についてを議題とします。 

事務局から報告と説明をお願いいたします。 

 

事務局 「会務報告と説明」 

 

議 長 只今の会務報告について、質問等はありませんか 

 

 

全委員 （発言なし） 

 

議 長 無いようですので、以上で会務報告を終わります。 

それでは附議事項に入ります。 

 

議 長 議案第１号 農地法第３条第２項第５号の下限見直しに係る錦江町農業

委員会の意思決定についてを議題とします。 

事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは、議案第１号について説明をいたします。 

農地法第３条第２項第５号において、権利を取得しようとする者又はそ

の世帯員がその取得後において、耕作の事業に供すべき農地の合計が、北海

道では２ha、都府県では５０aとされておりまして、括弧書きで、農業委員

会が、市町村の区域の全部又は一部の地域について、別段の面積を定めるこ

とができるとされています。 

錦江町では、今までこの面積を３０aと定め、毎年、総会において意思決

定をしているところですが、昨年１０月には資料に示しましたとおり、ただ

し書き以下を追加して議決頂いたところです。本年度においても、昨年１０

月に議決頂いた通り定めたいということで提案するものです。よろしくお

願いいたします。 

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、質疑はありませんか。 



１５番 

平原委員 

このままで良いんじゃないの。 

議 長 他にありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第１号を採決します。 

お諮りします。 

議案第１号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第１については、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に議案第２号 農地法第３条許可申請についてを議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 それでは議案第２号 農地法第３条の許可申請について説明します。 

受付番号１号の譲渡人は、Ｎ・Ｙさん、Ｈ自治会在住の方です。 

申請地は田代麓字有里５５１２番１、地目は畑、地積は４１４㎡となって

います。 

譲受人は、Ｓ・Ｔさん、Ｏ府在住の方です。この申請は売買による所有権

移転となっています。 

今回の３条申請については、錦江町空家バンクに登録された宅地に隣接する

農地ということで、先ほど下限面積の見直しに係る意思決定について議決頂き

ましたけれども、その中の、ただし書きに該当するものでございます。 

因みに場所については、田代中学校下のＮ自治会内にあります。 

なお、売買価格については畑地の部分については○万円、宅地、建物を合わ

せて○○○万円となっています。 

６頁地図を添付してありますのでご覧ください。地図の中ほどに購入予

定宅地としておりますが、この宅地に隣接する農地ということになります。 

以上です。 

 

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

 



３番 

鍋 委員 

このＳさんという方は、今、まだ大阪にいらっしゃるんですか。 

事務局 これが通って、名義変更が完了すれば帰ってこられるということです。 

 

３番 

鍋 委員 

田代の出身ですか。 

事務局 本人は大根占地区の出身だと思います。 

 

議 長 他にありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第２号を採決します。 

お諮りします。 

議案第２号については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２号については、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に議案第３号 農地法第５条許可申請についてを議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 それでは議案第３号について説明いたします。 

受付番号１号は、農家住宅建設のための申請となっています。 

申請者は、Ｙ・Ｈさん、Ｙ自治会在住の方と、Ｎ・Ｓさん、Ｋ市在住の方

との連名による申請となっています。 

申請地は城元字添田１０３９番２、地目は田、地積は４６０㎡となってい

ます。 

４頁から８頁にかけて、位置図、配置図等を添付してありますので、お目

通しをお願いいたします。 

この件の担当調査員は、４番 鳥越委員です。以上です。 

 

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告を４番 鳥

越委員お願いします。 

 



４ 番 

鳥越委員 

１９日の日に内薗推進委員、事務局、４名で現地調査を行いました。この場

所はＫ中学校の目の前です。隣接するこの１０３９の３も昨年２月に新しく住

宅が出来て、ここは場所的にも役場から３００ｍ以内ということで、３種農地

ということで、何ら問題は無いかというふうに思いました。以上です。ご検討

をよろしくお願いします。因みに○○○万円でした、売買価格は。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま、担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第３号を採決します。 

お諮りします。 

議案第３号については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第３号については、原案のとおり決定しました。 

議 長 次に、議案第４号 農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による 

農用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請についてを議題と

します。 

お諮りします。 

会議資料のとおり、今回は９１筆の利用集積計画について審議しなけれ

ばなりませんので、事務局の説明と担当調査員の報告、質疑を３回に分けて

行い、その都度議決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

  

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

議 長 異議なしと認めます。 

それでは、先ず、議案第４号のうち、受付番号１号から４号までを議題 

とします。 

事務局の説明をお願いいたします。 

事務局 それでは議案第４号のうち、受付番号１号から４号までについて説明しま 

す。  



先ず受付番号１号の貸し人はＮ・Ｍさん、Ｋ自治会在住の方です。 

申請地は神川字入料２２５０番、地目は田、地積は１，６４３㎡となってい

ます。 

貸付期間は平成３１年４月２６日から平成３４年１２月１４日までで、小作

料金は２４，０００円となっています。 

借り人はＭ・Ｙさん、Ｋ自治会在住の方です。 

Ｍ・Ｙさんの経営状況は、世帯員２名、農業従事者２名、自作地５，８３９

㎡、小作地１２，７３５㎡で、水稲、露地野菜を主体とした経営をされていま

す。 

農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、トラクター２台、耕運

機、田植機、テーラー、軽トラック各１台となっています。 

この件の担当調査員は、５番 徳永委員です。 

次の受付番号２号の貸し人はＫ・Ｈさん、Ｏ自治会在住の方です。 

申請地は馬場字田ノ神後１６６９番１、地目は田、地積は１，２１５㎡とな

っています。 

貸付期間は平成３１年３月２６日から平成３５年１２月１４日までで、小作

料金は３６，０００円となっています。 

借り人は（株）Ｔ・Ｆさん、Ｋ自治会に拠点を置く法人です。 

（株）Ｔ・Ｆさんの経営状況は、構成員２名、雇用が２３名で５，７００日、

自作地１，７３５㎡、小作地２３４，８２２㎡で、露地野菜を主体とした経営

をされています。 

農業機械の所有状況は、トラクター７台、管理機３台、乗用防除機２台、ト

ラック１２台、フォークリフト１台となっています。 

この件の担当調査員は、７番 寺田委員です。 

次の受付番号３号、４号の貸し人は、Ｈ・Ｒさん、Ｍ町在住の方です。 

申請地は、３号が田代川原字川前永尾４２６１番１、地目は畑、地積は１，

３８７㎡、４号が田代川原字桑木ケ迫４２７９番１、地目は畑、地積は１，７

１２㎡で、２筆の合計は３，０９９㎡となっています。 

貸付期間は平成３１年４月２６日から平成３４年１２月１４日までで、小作

料金は、全部で１０，０００円となっています。 

借り人はＫ・Ｋさん、Ｍ町在住の方です。 

Ｋ・Ｋさんの経営状況は、世帯員１名、農業従事者１名、小作地２７，７９

６㎡で、露地野菜を主体とした経営をされています。 

農業従事日数は２５０日で、農業機械の所有状況は、トラクター、軽トラッ

ク各１台となっています。 

この件の担当調査員は、９番 元丸委員です。以上です。 



議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、各担当調査員の調査報告をお願

いします。 

先ず、受付番号１号について、５番 徳永委員お願いいたします。 

５ 番 

徳永委員 

 この土地は新規になっていますが、前の契約者の方と貸し人との間でちょっ

と事情があったんですが、水利費を払うという問題がこじれましてですね。借

り人が水利費を払うことを拒否されたもんですから、土地が返納されたという

大分いわくつきの場所です。Ｍさんの方は、手広くご夫婦で水稲、ジャガイ

モ、ニンジンを耕作されております。耕作状況、管理状況も申し分ないんです

けれども、Ｍさんと色々話をしまして、水利費込みで新しく引き受けようとい

うことで合意して契約を結んだ内容です。この件で気が付いたんですが、賃貸

契約を結ぶ場合に田んぼの場合は、水利費を誰が払うのかというのを当事者で

話をして下さいという形で契約しているケースが多いんですが、継続の時にそ

のことまで仲介を取って契約した方が良いのかなあというふうに反省しまし

て、この後の契約はそれで、水利費を誰が払うのかということを利用権設定書

の中に明記して契約をするようにしております。そういうことで、少しもめた

土地でしたけれども、うまく解決しましたので、よろしくお願いします。繰り

返しますが、管理状況はしっかりしているＭさんです。以上です。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号２号について、７番 寺田委員お願いいたします。 

 

７ 番 

寺田委員 

 ご報告申し上げます。皆さんもご存じのテリーファームでございまして、利

用権を結ぶに当たって何ら障害になるようなものは一つもございませんので、

審議の程よろしくお願いいたします。終わります。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号３号、４号について、９番 元丸委員お願いいたします。 

 

９ 番 

元丸委員 

 はい。報告します。 

 この土地は花瀬でんしろう館の直ぐ近くでありまして、貸し人のＨさんはＭ

町ですが、元々お父さんのＴさんという方が耕作されておりまして、１０年ほ

ど前に亡くなられまして、この娘さんのＨさんが管理をされていたという所で

す。この借り人のＫさんですが、私も今回初めて会った人で、Ｋ市の出身で、

６年間そこのＨ農場で働いておりまして、２年ほど前に辞められまして独立し

たという方です。露地野菜と書いてありますけれども、全部ニンニクを植えて

いるということでした。今、現地の方は堆肥を持ち込んでおりまして、植え付

けが９月ごろになるということで、未だ管理も余り良くされていないようでし



たので、注意はしておりましたので、後はしっかり管理されると思っておりま

す。よろしくお願いいたします。 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま、各担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

議 長 今、Ｔさんが水利費の件については、畑にしたって水利費込みで出している

んじゃないの。別々にしてるの。 

 

事務局 色々あるみたいです。 

 

議 長 そこはやっぱり、そこに行った時にはこれは別なあとか、そういうのを農業

委員がしてくれんな先せえい問題になっとぉなあ。 

 

５ 番 

徳永委員 

そうですよね。 

７ 番 

寺田委員 

この水利費を小作が払う場合のみ私は書くようにしているんだけれども。基

本的には地主が払うものという考え方で。 

 

事務局 そうですね。事務局もそう考えて、契約書が来た時に何も書いてなければ所

有者の方が水利費を払うということで。 

 

５ 番 

徳永委員 

水利組合でどうなのかなと思って。 

１３番 

宿利原委員 

肝南の場合は、届けをしなければ地主さんが払わなければならないんでよ。 

事務局 結局、水利費というのは賃借料の中に水利費も含めた形で契約してあるから、

だから地主さんはその貰ったお金で払うということです。肝南にしても、両根

占とか神川とか。 

 

８ 番 

安水委員 

肝南の場合は水利費じゃなくて全部管理費という形だから、水利費と違うん

ですよね。南部開発の部分については。田んぼの場合は水利費というのがちゃ

んとあってですが、南部開発の場合は構造の部分の管理とか、そういうのまで

入った上での賦課金という形になっているから、水利費では無いという認識で

しないと。水だけのお金じゃないんですよね。 

 

事務局 基本的にはその土地に付いている物だから、持ち主さんが払うのが原則とい

うことで認識はしております。ただ、たまに作っているのがなんで払わないの



かというのがあります。だからそこが先ほどから何回か言われた通り、最初で

利用権を結ぶときに、そういう話をしてないと後で出てくるんですよ。 

 

５ 番 

徳永委員 

そうなんですよ。この物件は土地改良区の土地改良の管理費は地主さんが払

うんですよ。で、今度は田んぼで水を使いますが、その水の分まですると逆に

安く契約して、水代は除くとすると地主さんは赤字なんですよ。そこでもめて

水代は払わないということになって解約となった物件なんですよ。だから土地

改良区の管理費と水を使った水利費は別ということなんです。 

 

１０番 

貫見委員 

畑灌の場合は土地改良区に言わせれば地主が払うのが原則となっているみた

いなあ。 

 

事務局 普通はその土地に付いている部分なので。 

 

１０番 

貫見委員 

だからそれに小作料を上乗せして払うようにしているんですよ。他の田んぼ

に関しては耕作者が払うように決めています。土地改良区を使わない水利費に

ついては。 

 

１ 番 

宿利原委員 

肝南の場合は、今、Ｓさんが言われたんだけど、水利費を払う場合は届出を

しなければ、もうその土地に付いては引き落としで皆してるから。それで水利

費込みで借りてるはずじゃったいば。それでなければ一度一度耕作者が変わる

たびに引き落としの所を変えなくちゃいけないんですよ。そういう人も何人か

いるんですよ。もうお金を払えないからこっちで引き落としをしてくださいと

いうことで。それは前もって届けをしなければ出来ないんですよ。現金を持っ

て行く訳でもないし。一回一回農協や郵便局の色んな口座に引き落としでする

ようになっているんですよ。 

 

３番 

鍋 委員 

一般のはもう最近はもう話はずれるかもしれないんですが、荒れんければ良

いというようなことも言われたりすると、水利費その話もやりにくくなってい

るんですよ一般的なのは。 

 

２ 番 

鈴 委員 

水利費だけで良いからというようなところもあるし。借地料は貰わんでとい

う所もあるし。だからケースバイケースで確認をして行くしか方法は無いんじ

ゃないかなあ。 

 

事務局 利用権を結ぶときに、そこまで突っ込んだ話を今後はして行って頂ければト

ラブルも減ってくるのかなあと思いますので、よろしくお願いします。 

継続の場合はそのままで良いとは思いますけれども、新規で結ぶ場合は。 



議 長 この件について、他にありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第４号のうち受付番号１号から４号までを採決します。 

お諮りします。 

議案第４号のうち受付番号１号から４号までについては、原案のとおり決

定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第４号のうち受付番号１号から４号までについては、

原案のとおり決定しましした。 

 

議 長 次に議案第４号のうち、受付番号５号から１０号までについてを議題と 

します。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは議案第４号のうち、受付番号５号から１０号までについて説明

をいたします。 

先ず、受付番号５号の貸し人はＫ・Ｈさん、Ｋ市在住の方です。 

申請地は馬場字芝山４８７番１、地目は田、地積は７７１㎡となっています。 

貸付期間は平成３１年４月２６日から平成３５年１２月１４日までで、小作

料は３０，０００円となっています。 

 借り人は、Ｎ・Ｋさん、Ｔ自治会在住の方です。 

Ｎ・Ｋさんの経営状況は、世帯員２名、農業従事者２名、自作地１，００９

㎡、小作地２，４００㎡で、露地野菜を主体とした経営をされています。農業

従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、トラクター、トラック、管理

機各１台となっています。 

この件の担当調査員は、内薗推進委員です 

次の受付番号６号から１０号までの貸し人はＡ・Ｋさん、Ｂ自治会在住の方

です。 

申請地は、６号が田代川原字井迫２７０７番２、地目は畑、地積は３，６５

４㎡、７号が田代川原字井迫２７０７番３、地目は畑、地積は３，３６９㎡、

８号が田代川原字井迫２７０７番４、地目は畑、地積は３，４３９㎡、９号が

田代川原字井迫２７０７番５、地目は畑、地積は３，７３７㎡、１０号が田代



川原字井迫２７０７番６、地目は畑、地積は３，２３２㎡で、５筆の合計は１

７，４３１㎡となっています。 

貸付期間は平成３１年５月１日から平成３１年１２月１４日までで、使用貸

借のため小作料金は発生しません。 

 借り人は、Ｔ・Ｍさん、Ｂ自治会在住の方です。 

Ｔ・Ｍさんの経営状況は、世帯員６名、農業従事者３名、自作地１１７，６

５４㎡、小作地９，６０１㎡で、茶を主体とした経営をされています。 

農業従事日数は２２０日で、農業機械の所有状況は、摘採機、管理機、防除

機、トラクター、移植機各１台となっています。 

この件の担当調査員は、弓指推進員です。以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、各担当調査員の調査報告をお願

いします。 

先ず、受付番号５号について、内薗推進委員お願いいたします。 

 

内  薗 

推進委員 

 受付番号５号なんですが、これは継続の案件で何ら問題は無いかと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号６号から１０号までについて、弓指推進委員お願いいたしま 

す。 

 

弓  指 

推進委員 

 この件は、Ａさんがお茶を辞められるということで、今、農協管理になって

いるんですが、そこで１年間、畑が荒れないようにということでＴさんにお願

いしたということでした。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま、各担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

３ 番 

鍋 委員 

このＭ君も認定農業者になったんですか。 

事務局 お父さんからＭ君に認定農業者は変わっています。 

議 長 他にありませんか。 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 



議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第４号のうち受付番号５号から１０号までを採決します。 

お諮りします。 

議案第４号のうち受付番号５号から１０号までについては、原案のとおり

決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第４のうち受付番号５号から１０号までについては、

原案のとおり決定しましした。 

 

議 長 次に議案第４号のうち、受付番号１１号から９１号までについてを議題 

とします。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは議案第４号のうち、受付番号１１号から９１号までについて説

明をいたします。 

受付番号１１号から９１号については、農地中間管理事業による利用権

の設定でございます。 

 お手元の配分計画案をご覧ください。 

 左側が利用権設定対申請地、中ほどが再配分条件、右側が再配分予定

者、そして一番右側が協力金対象欄となっています。一番真ん中のところ

が従前の耕作者ということで、利用権設定契約という中で基盤法によると

いう記載があるものについては、基盤法から中間管理事業への乗り換えで

ございます。 

 今回は３１年度１期ということで、貸付の始期は６月１日からというこ

とになります。 

説明については以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから、議案第４号のうち受付番号１１号から９１号を採決します。 

お諮りします。 



議案第４号のうち受付番号１１号から９１号については、原案のとおり決

定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第４号のうち受付番号１１号から９１号については、

原案のとおり決定しましした。 

 

議 長 以上で、平成３１年４月錦江町農業委員会定例総会の附議事項の協議を終了

いたします。 
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